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く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
1
人
1
人
が
気
を
つ

け
て
分
別
す
る
だ
け
で
ご
み
の
減
量
に
つ
な

が
り
ま
す
。

○
小
型
家
電（
横
30
㎝
×
縦
15
㎝
の
投
入
口

に
投
入
で
き
る
大
き
さ
の
家
電
）は
□本 

、
□松 

な
ど
市
内
5
か
所
に
設
置
し
て
あ
る
小
型
家

電
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
る
こ
と
で
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
ま
す
。

※
ご
み
の
分
別
、
拠
点
回
収
に
つ
い
て
は
、

3
月
中
旬
に
配
布
し
た
「
ご
み
収
集
日
程

表
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　
令
和
元
年
度
の
群
馬
県
の
ご
み
の
リ
サ
イ

ク
ル
率
の
平
均
は
14
・
7
％
と
全
国
平
均
の

19
・
6
％
を
下
回
っ
て
い
る
中
で
、
安
中
市

は
11
・
0
％
と
さ
ら
に
下
回
っ
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
の
た
め
に
は
、
資
源

と
し
て
再
利
用
で
き
る
も
の
を
き
ち
ん
と
分

別
し
、
捨
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ご
み
を
減
量
し
て
い
く
た
め
に
、
リ
サ
イ

ク
ル
を
通
し
て
、
資
源
の
有
効
活
用
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
不
燃
物
の
日
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
回

収
す
る
ご
み
の
中
に
は
、
分
別
す
れ
ば
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
「
飲
料
缶
」
「
び
ん
」
が
多

資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

　
　
　
　
　
　ご
協
力
く
だ
さ
い

環
境
政
策
課
廃
棄
物
対
策
係
（
☎
内
線
1
8
8
1
）

ク

new
s

景
観
計
画
に
基
づ
く
届
出
な
ど
の

　手
続
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
10
月
1
日
か
ら
景
観
計
画
、
景
観
条
例
な

ど
に
つ
い
て
施
行
・
運
用
を
開
始
す
る
予
定

で
す
。
そ
こ
で
、
景
観
計
画
の
施
行
・
運
用

に
向
け
て
、
景
観
行
政
に
関
係
す
る
事
業
に

携
わ
る
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
届
出
な
ど
の
手

続
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加

を
希
望
す
る
人
は
、
申
込
用
紙
を
窓
口
に
持

参
、
も
し
く
は
電
話
、
メ
ー
ル
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
4
月
20
日（
水
）午
後
2
時
〜

場
所
▼
□本 

3
0
5
会
議
室

内
容
▼
景
観
計
画
に
基
づ
く
届
出
な
ど
の
手

続
に
関
す
る
こ
と

対
象
者
▼
景
観
行
政
に
関
係
す
る
事
業
に
携

わ
る
事
業
者
・
市
民

申
込
期
限
▼
4
月
18
日（
月
）

※
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す申
込
み
・
問
合
せ
▼

□本 

都
市
整
備
課
計
画
係

（
☎
内
線
1
2
1
2
）

E-m
ail:toshi@

city.annaka.lg.jp

景
観
法
に
基
づ
く

　「
安
中
市
景
観
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た

　
安
中
市
景
観
計
画
は
、
良
好
な
景
観
形
成

に
向
け
た
基
本
方
針
や
、
届
出
が
必
要
と
な

る
建
築
な
ど
の
行
為
の
種
別
お
よ
び
規
模
な

ど
、
地
域
の
個
性
や
特
徴
を
活
か
し
た
景
観

ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
指
針
を

記
載
し
て
い
ま
す
。
10
月
1
日
か
ら
景
観
計

画
に
基
づ
く
届
出
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す（
※
）。

　
冊
子
は
□本 

都
市
整
備
課
の
ほ
か
、
安
中
市

図
書
館
・
松
井
田
図
書
館
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま

す
。

※
9
月
30
日
ま
で
は
、
群
馬
県
景
観
条
例
に

基
づ
く
届
出
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す 魅
力
あ
る
景
観
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　
　進
め
て
い
き
ま
す

都
市
整
備
課
計
画
係
（
☎
内
線
1
2
1
2
）

本

new
s

　
市
は
、
犯
罪
被
害
者
等
一
人
ひ
と
り
に
寄

り
添
う
社
会
を
目
指
し
て
「
安
中
市
犯
罪
被

害
者
等
支
援
条
例
」
お
よ
び
「
安
中
市
犯
罪

被
害
者
等
見
舞
金
支
給
要
綱
」
の
運
用
を
開

始
し
ま
す
。

　
誰
も
が
、
あ
る
日
突
然
犯
罪
被
害
者
や
そ

の
家
族
・
遺
族
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

犯
罪
被
害
者
等
は
、
犯
罪
な
ど
に
よ
る
直
接

的
な
被
害
に
加
え
、
周
囲
の
無
理
解
や
配
慮

に
欠
け
た
対
応
な
ど
に
よ
る
間
接
的
な
被
害

に
も
苦
し
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
で
は
犯
罪
被
害
者
等
が
元

の
平
穏
な
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
支
援
を
総
合
的
に
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
「
安
中
市
犯
罪
被

害
者
等
支
援
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

4
月
1
日
か
ら

「
安
中
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 施
行
し
ま
す

市
民
課
市
民
相
談
室
（
☎
内
線
1
2
0
8
）

本

new
s

相談及び情報の提供等（第7条）
　市民相談室に総合相談窓口を設置しました。総合的な支援体制を整備し、犯罪被害者等か
らの相談や、必要な情報の提供を行います。

経済的な支援（第9条）
　被害者が重傷病を負った場合は「重傷病見舞金」を支給します。また、被害者が亡くなら
れた場合は、遺族に対して「遺族見舞金」を支給します。

（被害者・遺族ともに被害当時安中市民であった場合）

居住の安定のための施策（第11条）
　犯罪等・二次的被害・再被害により従前の住宅に居住することが困難となった場合、一時
的に住居の提供をします。

広報及び啓発（第14条）
　犯罪被害者等が地域社会から孤立しないように、また、支援の必要性などについて市民や
事業者等に理解を深めていただくために、広報活動や啓発活動を行います。

犯罪被害者等が直面するさまざまな問題

条例に基づく支援の一部

犯罪被害者等の支援を実効的なものにするためには
市民の皆さんの協力が不可欠です。

ご理解・ご協力をお願いします

捜査・裁判など
に伴う

さまざまな問題

周囲の言動に
よる傷つき
（二次的被害）

加害者からの
更なる被害
（再被害）

心身の
不調

生活上の問題
など…

犯罪被害者等支援
シンボルマーク
「ギュっとちゃん」

飲　料　缶
飲料用の缶のみ（アルミ、スチール）

○中身をすべて出して、中をすすいでください。
○アルミ缶とスチール缶はまとめて出せます。
※飲料用以外の缶（缶詰、一斗缶）などは
「不燃物」で出してください

び　ん
飲料用、食料用、調味料、化粧品、

飲み薬などのびん

○中身をすべて出して、中をすすいでください。
○ふたは必ずはずしてください。
○リターナブル瓶（ビール瓶、牛乳瓶など）

は、できるだけ販売店へ戻しましょう。
※ガラス製品、薬品（農薬、劇薬）のびんは
「不燃物」で出してください

安中市
マスコットキャラクター

こうめちゃん


